
3

新春のごあいさつ

中
小
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
。

対
処
方
法
の
確
立
が
肝
要
。



4

荻
窪
法
人
会
は
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
税
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
に
寄
与
し
て
い
る
。



5

【署長感謝状受彰者】（敬称略）
木村達夫常任理事［第2ブロック長］（下段右より3人目）、山中健宏理事［第24支部長］（下段右より1人目）

【署長表彰状受彰者】（敬称略）
相馬秀行理事［第28支部長］（下段左より1人目）、五十嵐良夫常任理事［第1ブロック長］（下段左より2人目）
山本芳雄常任理事［第4ブロック長］（下段右より2人目）
○上段左より4人目 水島会長　○上段右より1人目 宮本副署長 ○下段左より3人目 齋藤署長



会員増強の途中経過で
加入率67.5%（東法連第3位）

地域密着型の仲間作りをと五十嵐第１ブロック長

6

会員増強の途中経過を報告する水島会長 仲間意識の強い法人会であるとあいさつされる宮本副署長 会員増強推進月間報告をする井口組織委員長



7

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  1 177 110 62.1
  2 167 140 83.8
  3 178 151 84.8
  4 191 152 79.6
  5 152 106 69.7
  計 865 659 76.2

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  24 139   82 59.0
  25 131   81 61.8
  26 183   96 52.5
  27 114 105 92.1
  28 229 161 70.3
  計 796 525 66.0

 事務局   会員数 

        5 

      

   稼動数 会員数 加入率（％）

 合  計   4,118 2,781 67.5

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  12 143   88 61.5
  13 126   71 56.3
  14 69   68 98.6
  15 141 125 88.7
  16 70   59 84.3
  17 132 123 93.2
  計 681 534 78.4

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  6 96   61 63.5
  7 59   47 79.7
  8 220 133 60.5
  9 255 141 55.3
  10 93   49 52.7
  11 148   87 58.8
  計 871 518 59.5

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  18 151   89 58.9
  19 141   76 53.9
  20 163   84 51.5
  21 135   98 72.6
  22 144   65 45.1
  23 171 128 74.9
  計 905 540 59.7

支部別加入率（平成15年11月25日現在）

素晴らしい成績を上げた木山第4支部長

司会の榊原組織副委員長



女
性
部
会
座
談
会

前
回
の
青
年
部
会
に
続
き
今
回
も
座
談
会
初
登
場
の
女
性
部
会
で
す
。

女
性
パ
ワ
ー
全
開
で
す
。
法
人
会
の
枠
を
越
え
て
、

母
と
し
て
娘
と
し
て
嫁
と
し
て
、奥
方
と
し
て
、

あ
る
時
は
経
営
者
で
あ
り
、会
社
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
り
、

そ
の
活
躍
は
時
間
と
場
所
を
選
ば
ず
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

部
会
は
生
活
の
オ
ア
シ
ス 

中
山
一
昭
広
報
委
員
長：

井
野
場
よ
志
子
部
会
長：

蝦
名
光
世
副
部
会
長：

井
野
場：

蝦
名：

三
田
恵
子
会
計：

中
山：

井
野
場：

中
山：

蝦
名：

中
山：

蝦
名：

中
山：

井
野
場：

中
山：

蝦
名：

中
山：

蝦
名：

中
山：

蝦
名：

御
嶽

中
山：

蝦
名：

御

嶽中
山：

井
野
場：

氏
井
千
佳
子
副
部
会
長：

中
山：
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野
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三
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中
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中
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野
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氏
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中
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氏
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中
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野
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中
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氏
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中
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野
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井
野
場：

野
田：

蝦
名：

中
山：

井
野
場：

中
山：



5

【署長感謝状受彰者】（敬称略）
木村達夫常任理事［第2ブロック長］（下段右より3人目）、山中健宏理事［第24支部長］（下段右より1人目）

【署長表彰状受彰者】（敬称略）
相馬秀行理事［第28支部長］（下段左より1人目）、五十嵐良夫常任理事［第1ブロック長］（下段左より2人目）
山本芳雄常任理事［第4ブロック長］（下段右より2人目）
○上段左より4人目 水島会長　○上段右より1人目 宮本副署長 ○下段左より3人目 齋藤署長



会員増強の途中経過で
加入率67.5%（東法連第3位）

地域密着型の仲間作りをと五十嵐第１ブロック長

6

会員増強の途中経過を報告する水島会長 仲間意識の強い法人会であるとあいさつされる宮本副署長 会員増強推進月間報告をする井口組織委員長



7

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  1 177 110 62.1
  2 167 140 83.8
  3 178 151 84.8
  4 191 152 79.6
  5 152 106 69.7
  計 865 659 76.2

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  24 139   82 59.0
  25 131   81 61.8
  26 183   96 52.5
  27 114 105 92.1
  28 229 161 70.3
  計 796 525 66.0

 事務局   会員数 

        5 

      

   稼動数 会員数 加入率（％）

 合  計   4,118 2,781 67.5

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  12 143   88 61.5
  13 126   71 56.3
  14 69   68 98.6
  15 141 125 88.7
  16 70   59 84.3
  17 132 123 93.2
  計 681 534 78.4

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  6 96   61 63.5
  7 59   47 79.7
  8 220 133 60.5
  9 255 141 55.3
  10 93   49 52.7
  11 148   87 58.8
  計 871 518 59.5

 ブロック 支部 稼動数 会員数 加入率（％）

  18 151   89 58.9
  19 141   76 53.9
  20 163   84 51.5
  21 135   98 72.6
  22 144   65 45.1
  23 171 128 74.9
  計 905 540 59.7

支部別加入率（平成15年11月25日現在）

素晴らしい成績を上げた木山第4支部長

司会の榊原組織副委員長



女
性
部
会
座
談
会

前
回
の
青
年
部
会
に
続
き
今
回
も
座
談
会
初
登
場
の
女
性
部
会
で
す
。

女
性
パ
ワ
ー
全
開
で
す
。
法
人
会
の
枠
を
越
え
て
、

母
と
し
て
娘
と
し
て
嫁
と
し
て
、奥
方
と
し
て
、

あ
る
時
は
経
営
者
で
あ
り
、会
社
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
り
、

そ
の
活
躍
は
時
間
と
場
所
を
選
ば
ず
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

部
会
は
生
活
の
オ
ア
シ
ス 

中
山
一
昭
広
報
委
員
長：

井
野
場
よ
志
子
部
会
長：

蝦
名
光
世
副
部
会
長：

井
野
場：

蝦
名：

三
田
恵
子
会
計：

中
山：

井
野
場：

中
山：

蝦
名：

中
山：

蝦
名：

中
山：

井
野
場：

中
山：

蝦
名：

中
山：

蝦
名：

中
山：

蝦
名：

御
嶽

中
山：

蝦
名：

御

嶽中
山：

井
野
場：

氏
井
千
佳
子
副
部
会
長：

中
山：

8



中
山：

蝦
名：

蝦
名：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

蝦
名：

中
山：

野
田
と
め
子
会
計：

井
野
場：

中
山：

野
田：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

9



10

蝦
名：

中
山：

蝦
名：

井
野
場：

蝦
名：

中
山：

三
田：

中
山：

三
田：

氏
井：

井
野
場：

中
山：

野
田：

中
山：

蝦
名：

井
野
場：

蝦
名：

氏
井：

全
員：

氏
井：

中
山：

蝦
名：

中
山：

井
野
場：



11

氏
井：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

蝦
名：

氏
井：

中
山：

蝦
名：

三
田：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

中
山：

蝦
名：

中
山：

井
野
場：

中
山：

蝦
名：

井
野
場：

中
山：

蝦
名：

中
山：



12

井
野
場：

氏
井：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

氏
井：

中
山：

中
山：

井
野
場：

蝦
名：

中
山：

井
野
場：

中
山：

野
田：

氏
井：

蝦
名：

氏
井：

中
山：

井
野
場：

中
山：

井
野
場：

氏
井：

中
山：

氏
井：

三
田：

氏
井：

中
山：



13

野
田：

三
田：

中
山：

蝦
名：

野
田：

中
山：

野
田：

氏
井：

中
山：

氏
井：

中
山：

井
野
場：

中
山：

野
田：

中
山：

蝦
名：

井
野
場：

氏
井：

中
山：

井
野
場：

中
山：

野
田：

井
野
場：

野
田：

蝦
名：

中
山：

井
野
場：

中
山：



14



15



16



17



18

荻
窪
法
人
会
員
の
皆
様
は
、
毎
年
健
診
を

受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

日
本
は
世
界
有
数
の
健
診
国
と
い
え
ま

す
。
区
の
健
診
も
あ
り
ま
す
し
、
人
間
ド
ッ

ク
や
外
来
健
診
を
受
け
ら
れ
る
病
院
が
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
例
え
ば
医
療
先

進
国
の
ア
メ
リ
カ
に
は
、
日
本
の
よ
う
な
健

診
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
私
の
友
人
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
中
に
、

里
帰
り
を
兼
ね
て
、
日
本
の
健
診
を
受
け
に

来
る
人
が
何
人
か
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
系

統
的
に
健
診
を
や
っ
て
く
れ
る
し
、
値
段
も

安
い
そ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
、
日
本
人
は

き
ち
ん
と
毎
年
健
診
を
受
け
て
な
い
人
が
多

い
の
で
す
。
確
か
に
、
自
覚
症
状
が
な
い
の

に
病
院
を
受
診
す
る
の
は
面
倒
く
さ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
し
、
健
康
に
自
信
が
あ
る
人
ほ

ど
、
健
診
を
受
け
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

癌
・
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
の
様
な
生
命
に

関
わ
る
よ
う
な
病
気
は
、
症
状
が
出
て
し
ま

っ
て
か
ら
で
は
、
治
療
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
方
が
、
今
元
気
だ
、
何
ら
症
状
が
な

い
か
ら
、
癌
が
な
い
は
ず
だ
、
心
臓
は
大
丈

夫
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
当
て

に
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
癌
は
相
当
に

進
行
し
な
い
と
、
症
状
に
乏
し
い
病
気
で
す
。

健
診
で
見
つ
け
る
か
、
た
ま
た
ま
検
査
で
見

つ
か
っ
た
方
は
、
ま
だ
癌
が
小
さ
い
こ
と
が

多
く
、
治
り
や
す
い
の
で
す
が
、
食
欲
が
低

下
し
た
と
か
、
何
キ
ロ
も
や
せ
て
き
た
と
い

う
状
態
で
は
、
癌
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が

殆
ど
で
す
。

私
は
も
う
25
年
間
健
診
業
務
に
携
わ
っ
て

お
り
ま
す
が
、
健
診
に
よ
っ
て
病
気
が
わ
か

り
、
早
期
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
命
拾

い
し
た
方
は
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
毎
年
受
け

て
お
ら
れ
る
方
は
、
何
か
あ
っ
て
も
治
療
が

間
に
合
う
方
が
殆
ど
で
す
が
、
何
年
ぶ
り
か

の
方
は
、
す
で
に
病
気
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
い
っ
た
ん
で
き

た
動
脈
硬
化
で
も
、
条
件
次
第
で
は
よ
く
な

り
ま
す
。
動
脈
硬
化
の
進
ん
だ
人
は
、
高
血

圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
な
ど
、
必
ず

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
を
持
っ
て
い
ま
す
。



こ
れ
ら
の
危
険
因
子
を
改
善
す
れ
ば
、
動
脈

硬
化
そ
の
も
の
が
よ
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
す
。

軽
い
動
脈
硬
化
の
方
が
重
い
場
合
よ
り
も

よ
く
な
り
や
す
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
他
ど
ん
な
病
気
で
も
、
原
則

的
に
は
、
早
く
見
つ
け
て
治
療
し
た
方
が
治

り
や
す
い
の
で
す
。

胃
の
検
査
は
毎
年
受
け
た
方
が
い
い
の
で

す
。
未
だ
に
胃
癌
が
多
い
か
ら
で
す
。
胃
癌

は
検
査
を
２
年
以
上
延
ば
す
と
、
進
行
癌
で

見
つ
か
る
可
能
性
が
増
え
ま
す
。
今
、
区
の

健
診
で
勧
め
ら
れ
て
い
る
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン

検
査
は
、
胃
癌
の
元
で
あ
る
萎
縮
性
胃
炎
を

見
つ
け
る
の
に
便
利
な
検
査
で
す
。
病
院
に

よ
っ
て
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
な
く
、
胃
内

視
鏡
を
選
択
で
き
ま
す
。
萎
縮
性
胃
炎
が
あ

る
場
合
、
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
を
調
べ
た
上
で
、

菌
の
除
菌
を
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
胃
癌
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
大
で
す
。

大
腸
癌
が
増
え
て
い
ま
す
。
便
潜
血
反
応

を
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。
大
腸
癌
が
増
加
し

て
い
ま
す
の
で
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
は
、
中

年
以
後
は
５
年
毎
に
は
受
け
た
方
が
い
い
よ

う
で
す
。

腹
部
超
音
波
は
年
１
回
は
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
肝
臓
、
胆
嚢
、
腎
臓
、
膵

臓
、
脾
臓
に
つ
い
て
癌
を
含
め
た
か
な
り
の

情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
毎
年
受
け
る
こ
と
で
、

以
前
の
デ
ー
タ
と
比
較
で
き
ま
す
。
特
に
ア

ル
コ
ー
ル
好
き
の
方
は
、
肝
臓
の
超
音
波
を

お
受
け
下
さ
い
。

喫
煙
者
に
つ
い
て
は
、
年
に
一
回
は
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
と
共
に
、
肺
機
能
検
査
を

受
け
る
べ
き
で
す
。
肺
気
腫
の
危
険
が
高
い

か
ら
で
す
。
心
電
図
は
年
に
１
回
受
け
る
べ

き
で
し
ょ
う
。
不
整
脈
が
見
つ
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
施
設
に
よ
っ
て
は
、
オ
プ
シ
ョ

ン
と
し
て
、
血
管
の
脈
波
速
度（
拍
動
の
波

の
速
度
）を
測
定
し
て
、
動
脈
硬
化
度
を
推

定
す
る
検
査
が
あ
り
ま
す
。
２
〜
３
年
に
１

回
は
受
け
る
と
参
考
に
な
り
ま
す
。

眼
底
検
査
は
年
に
１
回
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
血
液
検
査
に
つ
い
て
は
、
貧

血
検
査
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル（
善
玉
）、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル（
悪
玉
）、
中
性
脂
肪
、
血
糖
、
Ｈ
Ｂ

Ａ
１
Ｃ
（
グ
リ
コ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）（
日
頃
の

血
糖
値
を
反
映
す
る
検
査
）、
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
、
Ｇ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ（
肝
機
能
検
査
）、
ク
レ
ア

チ
ニ
ン（
腎
機
能
検
査
）、
尿
酸
な
ど
は
年
に

１
回
は
受
け
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
尿
検

査
も
必
要
で
す
。

前
立
腺
癌
が
増
え
て
い
ま
す
。
男
性
は
数

年
に
１
度
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
い
う
前
立
腺
癌
マ
ー

カ
ー
検
査
を
お
受
け
下
さ
い
。
前
立
腺
癌
が

早
期
に
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
女
性

に
つ
い
て
は
、
乳
癌
検
診
、
婦
人
科
健
診
を

積
極
的
に
お
受
け
下
さ
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
手
に
健
診
を
受
け
、

ご
自
分
の
健
康
に
お
役
立
て
下
さ
い
。
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健康は自分ひとりの問題ではありません。
社員や家族、多くの方に影響を及ぼします。私は健康だから大丈夫では無責任です。
東京衛生病院の水上先生が「上手な健診利用の勧め」を寄稿されました。
健診の必要性が解りやすく解説されています。まず一読。読後にはぜひ、健診を。



白球は秋空に乱舞して、親睦を深める。
10月29日に清澄ゴルフ倶楽部で第2回ブロック対抗ゴルフ大会が行われ第１ブロックが2連覇を飾りました。
個人優勝も第１ブロックの新田氏が去年に続き優勝。参加人数は78名と大変賑やで楽しい大会となりました。

［運営担当：総務委員会／総務委員長●柴田豊幸］
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第3位の坂田副会長（左）と宇田川副会長 栄えあるブービー賞の河又氏（左）と宇田川副会長 あいさつをする水島会長

坂田副会長 水島会長　中島氏　榎本氏 芦沢氏　加藤氏　榊原氏　山崎氏
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（
１
）工
場
内
外
が
清
掃
さ
れ
き
れ
い
で
あ
る
。

（
２
）見
学
者
の
受
け
入
れ
が
す
ば
ら
し
い
。

（
３
）良
い
場
所
に
工
場
が
あ
る
。

レインボーブリッジ キリンビール工場にて塩水港精糖横浜工場にて

第１ブロックの参加者全員で

BLOCK
ブロックだより



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
の
も
大
分
慣

れ
て
き
ま
し
た
。

早
速
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

荻
窪
法
人
会
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ：

//
ｗ
ｗ
ｗ.

ｏ
ｇ
ｉ
ｋ
ｕ
ｂ
ｏ
ｈ
ｏ
ｊ

ｉ
ｎ
ｋ
ａ
ｉ.

ｊ
ｐ
/
）を
ア
ド
レ
ス

（
Ｄ
）欄
の
窓
に
記
入
し
て
、
右
端
の

「
移
動
」を
ク
リ
ッ
ク
。
荻
窪
法
人
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
出
て
き
ま
し
た
。

景
子
さ
ん「
今
度
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
﹇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
﹈
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
み
て
。」

上
田「
﹇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
﹈
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
今
月
と
来
月
の
法
人
会
の

予
定
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。」

上
田
「
こ
れ
、
便
利
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
今
月
の
会
合
は
い
つ
だ
っ
た
か

な
と
確
か
め
る
の
が
簡
単
に
出
来
ち

ゃ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
行
事
名
の
欄
に
青
い
文
字

の
と
こ
ろ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。」

上
田「
あ
っ
、
こ
れ
っ
て
詳
し
い
情
報

が
あ
る
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。」

景
子
さ
ん「
少
し
は
学
習
し
て
る
じ
ゃ

な
い
。」

上
田「
ほ
め
ら
れ
て
る
ん
だ
か
ど
う
か

わ
か
ん
な
い
な
。」

景
子
さ
ん「
そ
れ
に
、
来
月
分
も
続
い

て
出
て
く
る
の
よ
。」

上
田「
こ
れ
を
見
れ
ば
来
月
の
予
定
も

立
て
や
す
く
な
り
ま
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
そ
う
で
し
ょ
。
そ
れ
に
表

の
上
に
あ
る
小
さ
な
字
だ
け
ど
﹇
年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
﹈
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
今
年
の
６
月
ま
で
の
予
定
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
よ
。」

上
田「
本
当
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
そ
れ
じ
ゃ
も
う
一
度
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
戻
っ
て
。」

上
田「
﹇
戻
る
﹈
で
い
い
の
か
な
。」

景
子
さ
ん「
本
当
に
応
用
が
利
か
な
い

の
ね
。
今
見
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
良
く

見
て
御
覧
な
さ
い
よ
。」

上
田「
左
の
一
番
下
に
﹇
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
﹈

と
書
い
て
あ
る
け
ど
。」

景
子
さ
ん「
ま
っ
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
ね
。」

上
田「
一
番
下
に
﹇
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
﹈
な
ん

て
出
す
の
ず
る
い
で
す
よ
。」

景
子
さ
ん「
い
ろ
い
ろ
見
て
回
っ
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
戻
ろ
う
か
な
と
思

っ
た
と
き
、
一
番
上
や
ま
ん
中
に
あ

っ
た
ら
か
え
っ
て
見
つ
け
に
く
い
じ

ゃ
な
い
。」

上
田「
そ
れ
も
そ
う
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
そ
れ
に
、
﹇
戻
る
﹈
を
使

う
と
今
見
て
い
る
ペ
ー
ジ
の
直
前
に

見
て
い
た
ペ
ー
ジ
に
、
一
ペ
ー
ジ
戻

る
だ
け
な
の
よ
。」

上
田「
﹇
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
﹈
を
ク
リ
ッ
ク
す

れ
ば
ど
の
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
そ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
戻
れ
る
ん
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
ま
ぁ
そ
う
い
う
こ
と
ね
。」

上
田「
今
度
は
何
に
し
ま
し
ょ
う
か
。」

景
子
さ
ん「
も
う
自
分
で
で
き
る
の
だ

か
ら
、
時
間
の
あ
る
と
き
に
ゆ
っ
く

り
見
て
回
っ
た
ら
。」

上
田「
で
も
、
ま
た
法
人
会
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
書
き
込
む
の
面
倒
で
す
よ
。」

景
子
さ
ん「
あ
ら
、
﹇
お
気
に
入
り
﹈

を
教
え
て
な
か
っ
た
か
し
ら
。」

何
度
も
頻
繁
に
訪
れ
る
場
所
は
、
毎

回
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
書
き
込
む
の
は
面
倒
で

す
。
そ
こ
で
よ
い
方
法
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｅ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
･
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
）に
は
、
そ
れ
ら
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

登
録
保
存
し
て
お
け
る
場
所
が
あ
る

の
で
す
。

そ
れ
が「
お
気
に
入
り
」で
す
。
Ｉ

Ｅ
の
上
部
、
真
ん
中
辺
に
、
フ
ォ
ル

ダ
ー
の
形
を
し
た「
お
気
に
入
り
」が

あ
り
ま
す
。「
お
気
に
入
り
」を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
、
Ｉ
Ｅ
の
左
側
に「
お
気

に
入
り
」の
欄
が
出
て
き
ま
す
。

Ｉ
Ｅ
を
立
ち
上
げ
た
と
き
に
最
初
か

ら
出
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
ま
た
訪
問
し
た
い
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
登
録
し
て
お
け
ば
、
次
回
か

ら「
お
気
に
入
り
」に
登
録
し
た
ア
イ

コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
そ

の
ペ
ー
ジ
に
行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

登
録
の
仕
方
は
簡
単
で
す
。

景
子
さ
ん「
﹇
お
気
に
入
り
﹈
に
登
録

し
ま
し
ょ
う
。」

上
田「
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
簡
単
よ
。」

【ホームページを見てみよう…その3】

前回のご案内で、荻窪法人会のホームページを見ていただいたことと思います。
ホームページの[法人会]アイコン(絵)をクリックしていただきますと、[お知らせ]や
[会長あいさつ]などが出てきます。さらにそれらをクリックしていただければ、そのペ
ージが表示され、内容を知ることができるわけです。今回は前回の続きとしまして、
荻窪法人会ホームページをさらに見てみようと思います。前回同様、景子さんと、
広報委員会ホームページ小委員会の上田がご案内いたします。
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■広報副委員長 上田仁士
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上
田「
マ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
法
人
会

フ
ォ
ル
ダ
ー
に
し
て
と
。」

景
子
さ
ん「
名
前
も
付
け
な
き
ゃ
ね
。」

上
田「
そ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
ま
ず
い
っ
す

か
ね
。」

景
子
さ
ん
「
そ
の
ま
ま
で
も
い
い
け

ど
、
こ
こ
は『
法
人
会
特
典
券
』に
し

て
お
け
ば
間
違
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
。」

上
田「
拡
張
子（.

ｐ
ｄ
ｆ
）は
残
し
て

お
い
て
、
名
前
入
力
と
。」

景
子
さ
ん「
な
か
な
か
や
る
じ
ゃ
ん
。」

上
田「
こ
れ
で
必
要
な
と
き
に
い
つ
で

も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
い
つ
も
サ
ー
ビ
ス
券
を
持

っ
て
い
る
の
も
面
倒
な
気
が
す
る
わ
。」

上
田「
解
決
策
は
あ
り
ま
す
よ
。
お
馴

染
み
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
そ
れ
も
そ
う
ね
。
近
く
に

あ
る
ん
だ
し
。」

上
田「
何
だ
か
眼
と
肩
が
疲
れ
て
き
ま

し
た
。」

景
子
さ
ん「
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し
ま

し
ょ
う
と
言
い
た
い
の
。」

上
田
「
お
腹
も
す
い
て
き
た
の
で
。」

景
子
さ
ん「
そ
う
な
の
。
そ
れ
で
は
次

回
に
な
さ
っ
た
ら
い
か
が
か
し
ら
。」

上
田
「
今
日
の
景
子
さ
ん
は
一
段
と

お
美
し
く
見
え
る
。」

景
子
さ
ん「
何
言
っ
て
ん
の
よ
。
こ
れ

だ
け
親
切
に
教
え
て
あ
げ
た
ん
だ
か

ら
お
い
し
い
食
事
で
も
お
ご
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
。」

上
田
「
は
い
。
本
日
は
私
の
お
ご
り

で
す
。」

上
田「
簡
単
、
簡
単
て
言
わ
れ
て
も
。」

景
子
さ
ん「
ま
ず
、
自
分
が
見
た
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
表
示
さ
せ
る
の
。」

上
田「
荻
窪
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
出
て
ま
す
け
ど
。」

景
子
さ
ん「
教
え
て
欲
し
い
の
、
欲
し

く
な
い
の
。」

上
田「
す
い
ま
せ
ん
。
お
願
い
し
ま
す
。」

景
子
さ
ん「
登
録
し
た
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
表
示
さ
れ
た
ら
、
Ｉ
Ｅ
の
左
側
に

﹇
お
気
に
入
り
﹈
が
出
て
な
け
れ
ば
上

の
﹇
お
気
に
入
り
﹈
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
、
Ｉ
Ｅ
の
左
側
に
表
示
さ
せ
る
の
。」

上
田「
は
い
、
出
来
ま
し
た
。」

景
子
さ
ん「
左
に
あ
る﹇
お
気
に
入
り

﹈に﹇
追
加
﹈と﹇
整
理
﹈が
あ
る
で
し
ょ

う
。」

上
田
「
な
る
ほ
ど
。」

景
子
さ
ん「
そ
の﹇
追
加
﹈を
ク
リ
ッ
ク

し
て
み
て
。」

上
田
「
あ
れ
、﹇
お
気
に
入
り
の
追
加

﹈が
出
て
き
ま
し
た
。」

景
子
さ
ん「
そ
こ
の
星
印
の
横
に
書
い

て
あ
る
で
し
ょ
う
。」

上
田
「﹇
こ
の
ペ
ー
ジ
が
お
気
に
入
り
に

追
加
さ
れ
ま
す
。
﹈と
出
て
ま
す
。」

景
子
さ
ん「﹇
名
前
（
Ｎ
）﹈欄
に
は
、
そ

の
ま
ま
の﹇
荻
窪
法
人
会
﹈で
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
。」

上
田「
名
前
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る

ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
特
に
必
要
は
無
い
け
ど
、

こ
の
欄
に
表
示
さ
れ
た
名
前
が
長
っ

た
ら
し
か
っ
た
り
、
自
分
の
思
っ
て

い
る
感
じ
と
合
わ
な
け
れ
ば
変
え
た

方
が
い
い
わ
ね
。」

上
田「
英
語
で
出
て
き
た
ら
ど
う
す
る

ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
﹇
名
前
﹈
欄
に
カ
ー
ソ
ル
を

移
動
し
て
、
日
本
語
入
力
で
名
前
を

付
け
れ
ば
い
い
の
よ
。」

上
田「
そ
れ
な
ら
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
と
こ
ろ
で
こ
れ
は
ど
う
す

る
の
。」

上
田「
こ
こ
は
﹇
荻
窪
法
人
会
﹈
で
登

録
し
ま
す
。」

景
子
さ
ん「
そ
れ
で
は
、﹇
名
前
﹈
欄
の

右
上
の﹇
Ｏ
Ｋ
﹈を
ク
リ
ッ
ク
し
て
。」

上
田
「
す
ご
い
、﹇
お
気
に
入
り
﹈に
追

加
さ
れ
て
い
る
。」

景
子
さ
ん「
こ
れ
で
い
つ
で
も
﹇
荻
窪

法
人
会
﹈
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
行
け

る
の
よ
。」

上
田「
な
ん
だ
、
簡
単
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
知
ら
な
い
か
ら
分
か
ら
な

い
だ
け
で
、
知
っ
て
し
ま
え
ば
た
い

し
た
こ
と
な
い
の
よ
。」

上
田「
よ
く
言
う『
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
』

で
す
か
ね
。」

景
子
さ
ん「
ま
ぁ
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
け

れ
ど
、
頭
か
ら
自
分
に
は
出
来
な
い

と
思
わ
な
い
こ
と
ね
。」

上
田「
﹇
荻
窪
法
人
会
﹈
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
見
慣
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
け
ど
。」

景
子
さ
ん「
私
も
初
め
て
だ
わ
。」

上
田「
﹇
荻
窪
法
人
会
　
ｅ
マ
ー
ケ
ッ

ト
﹈
と
出
て
ま
す
よ
。」

景
子
さ
ん
「
ど
ん
な
も
の
か
早
速
調

査
、
調
査
！
」

荻
窪
法
人
会
厚
生
事
業
委
員
会
が
当
法

人
会
の
会
員
の
た
め
に
、
会
員
相
互
の

利
便
性
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
、
事

業
の
発
展
を
考
え
、
創
設
し
た
も
の
で

す
。
荻
窪
法
人
会
会
員
企
業
で
あ
れ
ば
、

無
料
で
登
録
で
き
る
の
で
、
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

上
田「
ど
ん
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
ろ
う
。」

景
子
さ
ん「
早
く
﹇
荻
窪
法
人
会
ｅ

マ
ー
ケ
ッ
ト
﹈
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
み

な
さ
い
よ
。」

上
田「
結
構
い
ろ
ん
な
会
社
が
お
得
情

報
を
出
し
て
い
ま
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
わ
た
し
は
や
っ
ぱ
り
素
敵

な
お
洋
服
が
見
て
み
た
い
な
。」

上
田「
花
よ
り
団
子
で
、
飲
み
食
い
ど

こ
ろ
の
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。」

景
子
さ
ん「
失
礼
ね
！
」

上
田「
で
も
、
こ
こ
で
は
画
像
と
か
出

て
き
ま
せ
ん
よ
。」

景
子
さ
ん「
そ
の
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
行
け
ば
見
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
。」

上
田「
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
ぁ
？
」

景
子
さ
ん「
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る

の
だ
か
ら
、
そ
の
お
店
に
買
い
に
行

く
の
よ
。」

上
田「
そ
う
す
れ
ば
お
店
の
ほ
か
の
も

の
も
見
れ
ま
す
し
ね
。」

景
子
さ
ん「
全
部
割
引
し
て
く
れ
た
ら

い
い
な
。」

上
田「
お
得
情
報
を
出
し
て
い
る
企
業

に
よ
っ
て
違
う
み
た
い
で
す
よ
。」

景
子
さ
ん「
わ
た
し
の
欲
し
い
も
の
が

安
く
な
れ
ば
い
い
の
よ
。」

上
田「
あ
れ
、
上
の
方
に
﹇
会
員
サ
ー

ビ
ス
券
﹈
て
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
。」

景
子
さ
ん「
本
当
ね
。
サ
ー
ビ
ス
券
が

い
る
の
か
し
ら
。」

上
田「
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
ま
す
。」

景
子
さ
ん「
あ
ら
、
こ
れ
は
ｐ
ｄ
ｆ
フ

ァ
イ
ル
ね
。」

上
田「
ｐ
ｄ
ｆ
フ
ァ
イ
ル
っ
て
何
で
す

か
。」

景
子
さ
ん「
難
し
い
こ
と
は
抜
き
に
し

て
、
要
す
る
に
文
や
絵
と
か
写
真
を

本
に
あ
る
よ
う
に
そ
の
ま
ま
表
示
で

き
て
、
プ
リ
ン
タ
ー
で
も
そ
の
ま
ま

印
刷
で
き
る
よ
う
な
フ
ァ
イ
ル
の
こ

と
な
の
。」

上
田「
ず
い
ぶ
ん
便
利
で
す
ね
。
こ
れ

っ
て
保
存
も
出
来
る
の
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
い
い
と
こ
ろ
に
気
づ
い
た

じ
ゃ
な
い
。
毎
回
、
毎
回
法
人
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る
の
じ

ゃ
面
倒
く
さ
い
も
の
ね
。」

上
田「
と
言
う
こ
と
は
、
こ
の
上
に
あ

る
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
格
好
を

し
た
絵
が
あ
や
し
い
な
。」

景
子
さ
ん「
ピ
ン
ポ
ン
！
そ
れ
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
み
て
。」

上
田「
﹇
名
前
を
付
け
て
保
存
﹈
と
出

ま
し
た
。」

景
子
さ
ん「
ま
ず
は
保
存
す
る
場
所

ね
。」



実
践
す
る
と
、
気
持
ち
の
上
で
気
楽

に
な
り
、
意
欲
が
沸
き
、
新
し
い
も

の
に
挑
戦
で
き
、
ま
た
自
ら
の
意
見

を
種
々
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。他

人
に
対
し
て
と
自
分
自
身
に
対

し
て
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
嘘
を
つ
か
な
い
こ
と
は
人
間
と

し
て
最
も
大
切
な
「
心
構
え
」で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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イ
ギ
リ
ス
の
小
ば
な
し
に
、
一
日

を
楽
し
く
過
ご
し
た
け
れ
ば
「
床
屋

へ
行
き
な
さ
い
」、
一
週
間
を
楽
し
く

過
ご
し
た
け
れ
ば
「
服
を
買
い
な
さ

い
」、
一
ヶ
月
を
楽
し
く
過
ご
し
た
か

っ
た
ら「
結
婚
し
な
さ
い
」、
一
年
を

楽
し
く
過
ご
し
た
か
っ
た
ら「
家
を
建

て
な
さ
い
」、
一
生
を
楽
し
く
過
ご
し

た
か
っ
た
ら「
嘘
を
つ
か
な
い
こ
と
」

と
言
う
の
が
あ
り
ま
す
。「
た
と
え
」

の
部
分
は
い
ろ
い
ろ
異
論
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
結
語
の
部
分
は

納
得
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

さ
て
わ
た
く
し
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
定
年
で
終
え
、
自
立
し
て
会
社

を
営
ん
で
い
る
い
ま
、
大
切
だ
と
思

う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
に
は
、
自
分
自
身
を
無
に

す
る
こ
と
。
従
来
の
知
識
や
経
験
は

明
日
に
は
役
に
立
た
な
い
と
、
自
ら

自
覚
す
る
こ
と
。

二
つ
目
に
は
、
海
綿
の
ご
と
く
他

人
の
言
う
こ
と
を
吸
収
し
て
い
く
こ

と
。
つ
ま
り
相
手
を
理
解
し
、
共
鳴

す
る
こ
と
に
よ
り
既
成
概
念
か
ら
開

放
さ
れ
新
し
い
世
界
が
開
け
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、「
建
前
で

生
き
る
の
は
止
め
、
自
分
自
身
、
等

身
大
で
正
直
に
生
き
て
行
こ
う
」
を

前
任
の
木
村
支
部
長
現
第
２
ブ
ロ

ッ
ク
長
よ
り
引
継
ぎ
、
今
期
よ
り
支

部
長
に
な
り
ま
し
た
小
俣
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
だ
法
人
会
に
入
会
し
て
年

数
も
浅
く
、
大
役
を
受
け
自
分
自
身

も
手
間
取
る
し
だ
い
で
す
。

私
の
会
社
は
平
成
10
年
に
創
業
し

た
ば
か
り
で
す
。
私
は
３
年
前
ま
で

は
会
社
勤
め
を
23
年
間
し
て
お
り
ま

し
た
。
現
在
の
会
社
の
事
業
内
容
は

不
動
産
管
理
業
で
す
。

法
人
会
に
入
会
し
す
ぐ
に
社
会
貢

献
活
動
事
業
委
員
会
に
推
薦
さ
れ
、

現
社
会
貢
献
活
動
事
業
委
員
長
の
大

澤
委
員
長
と
と
も
に
２
年
間
活
動
し

ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、

タ
バ
コ
の
吸
殻
入
れ
の
配
布
な
ど
地

域
の
た
め
の
活
動
が
で
き
た
事
は
、

非
常
に
有
益
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
父
も
地
域
の
た
め
に
色
々
な
事

を
し
て
い
ま
し
た
。

法
人
会
に
入
会
し
て
、
多
く
の
人

と
出
会
い
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

方
々
と
出
会
い
、
知
っ
て
い
る
方
も

よ
り
深
い
関
係
に
な
れ
た
こ
と
で
す
。

法
人
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の

代
表
の
集
ま
る
場
所
な
の
で
、
す
ば

ら
し
い
勉
強
の
場
所
に
な
り
ま
す
。

皆
様
の
会
社
が
よ
り
よ
く
、
そ
し
て

よ
き
経
営
者
を
目
指
し
て
お
互
い
切

磋
琢
磨
し
、
情
報
交
換
を
し
、
ま
た

地
域
の
交
歓
の
よ
き
場
に
な
る
こ
と

を
心
が
け
て
微
力
を
尽
く
し
て
い
く

所
在
で
お
り
ま
す
。



①利用できる方
Ａ様式及びＢ様式を利用される方
なお、分離課税や給与所得者の特定支出控除を受けられる方など、
申告内容によっては利用できない場合があります。

②主な機能　
○対話型の入力や申告書様式の金額欄への直接入力による申告書作成
○給与所得のみで医療費控除を受けられる方など利用される方が多いと思われるケースについての専用メニュー
○税務署提出用、住民税用及び本人控用申告書の出力
○問い合わせについてお答えするための掲示板（Ｑ＆Ａ）

など、納税者の方に利用しやすいようにしています。

申告書を正しく出力していただくために、次のことを行っていただく必要があります。
○カラープリンタの使用
○プリンタの設定の確認（画面の指示にしたがって確認）
○印刷後に正しく印刷できたかの確認（画面の指示にしたがって確認）
○印刷する紙は、Ａ４サイズの普通紙（ＰＰＣ用紙又はＯＡ共有紙）を使用してください
（インクジェット専用紙は使用しないでください）

荻窪税務署では、下記の日曜日に平成15年分確定申告書作成のアドバイス及び申告書の受付を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　

なお、当日の混雑状況等により申告書作成会場の受付を、早めに終了させていただく場合がありますので、お早めにお越しください。
また、当日は電話での相談は行っておりませんので、電話でのご質問等は平日にお願いします。
※上記以外の土・日・祝日等は、執務を行っておりません。

■ 国税庁ホームページ「所得税の確定申告作成コーナー」では、申告書が24時間作成できます。
（http：//www．nta．go．jp）
※申告書の提出は郵送等でも受付けております。
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インターネット上で本人であることを電子的に証明する電子証明書を市区町村や法務局（法人）などであらかじめ
取得（有料）しておきます。
このほか、電子証明書がＩＣカードに格納されている場合には、別途、ＩＣカードリーダーを購入する必要があります。
平成16年4月1日以降、税務署に住民票の写しなどの本人確認書類を添えた開始届出書を提出します。

ｅ-Taxを利用できる手続きは、次に掲げる申告、納税及び申請・届出等で、
その全部又は一部について利用することができます。

所得税、法人税及び消費税の確定申告をはじめ、法人税や消費税の中間申告にも利用いただけます。

所得税、法人税及び源泉所得税の納付など、すべての国税の納付手続きができます。

青色申告の承認申請書、納税地の異動届出書のほか、報酬、料金などの支払調書の提出にも利用いただけます。

申告書のほか青色申告決算書や勘定科目内訳明細書など、ｅ-Tax利用者自らが作成する添付書類のうち、
ｅ-Taxソフトを利用して作成できるものについては、電子的に送信することができます。
これ以外の、ｅ-Tax利用者自らが作成する添付書類のうち、ｅ-Taxソフトを利用して作成できないもの及び源泉
徴収票、保険料控除証明書や医療費の領収書など、利用者以外の方が作成する証明書類等の添付書類は、
別途送付等により提出していただく必要がありますのでご注意ください。
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現在主流の「税抜価額表示」では、レジで請求されるまで最終的にいくら支払えばいいのか分かりにくく、

また、同一の商品やサービスでありながら「税抜価格表示」と「税込価格表示」が混在しているため

価格の比較がしづらいといった状況が生じています。

「総額表示の義務付け」は、このような状況を解消するために、消費者が値札などを見れば

「消費税相当額を含む支払い総額」が一目で分かるようにするためのものです。

「総額表示」が実施されることにより、消費者は、いくら支払えばその商品やサービスが購入できるか、

値札や広告を見ただけで簡単に分かるようになりますし、価格の比較も容易になります。

これにより、これまで価格表示によって生じていた煩わしさが解消され、

消費税に対する国民の理解を深めていただくことにつながると考えます。



28

11
月
12
日
、
荻
窪
法
人
会
に
よ
る
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
場
時
間
の
大
分
前
か
ら
、
多
く
の

方
々
が
来
て
下
さ
り
、
中
に
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
と
言
う
事
で
貯
金
箱
を
大
事
に
抱

え
、
持
っ
て
来
て
下
さ
る
方
も
い
て
、

大
変
感
激
致
し
ま
し
た
。
当
日
の
た
め

の
準
備
作
業
や
会
場
設
営
等
の
苦
労
が

消
え
て
ゆ
く
よ
う
で
し
た
。
１
５
０
名

ば
か
り
入
っ
た
会
場
で
は
琴
の
演
奏
が

始
ま
り
、
私
達
が
普
段
知
っ
て
い
る
の

は
13
絃
の
琴
で
す
が
、
17
絃
の
琴
も
使

い
、
耳
な
れ
た
音
の
外
に
も
迫
力
と
深

み
の
あ
る
音
を
奏
で
、
日
本
情
緒
と
西

洋
の
モ
ダ
ン
ニ
ズ
ム
が
感
じ
ら
れ
る
演

奏
で
し
た
。
弦
楽
四
重
奏
は
、
多
く
の

方
に
馴
染
み
の
あ
る
「
美
し
き
青
き
ド

ナ
ウ
」、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
キ
ャ
ッ
ツ
」

よ
り
「
メ
モ
リ
ー
」
等
で
、
皆
様
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
楽
し
む
街
、
荻
窪
と
し
て
色
々

な
場
所
で
小
さ
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
回
を
重
ね
て
行
く
事

に
よ
り
、
地
域
に
根
を
張
り
、
そ
の
小

枝
で
あ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
へ

の
温
か
い
眼
差
し
が
深
く
な
る
事
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
演
奏
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
申
込
み
先
着
１
２
０
名
の
方
に
シ

ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
音
楽
の
余
韻
と
花

の
色
に
染
ま
り
な
が
ら
帰
途
す
る
後
姿

は
チ
ョ
ッ
ピ
リ
華
や
い
で
足
ど
り
も
軽

く
心
な
ご
む
も
の
で
し
た
。

広
報
委
員
長

社
会
貢
献
活
動
事
業
委
員
会

平
成
16
年
荻
窪
法
人
会
の
賀
詞
交

歓
会
が
１
月
９
日
５
時
よ
り
荻
窪
タ

ウ
ン
セ
ブ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
来

賓
に
は
、
荻
窪
税
務
署
の
齋
藤
署
長

を
は
じ
め
21
名
の
方
々
の
参
列
が
あ

り
ま
し
た
。
会
員
の
出
席
は
総
数
１

３
９
名
。
松
澤
副
会
長
の
開
会
の
こ

と
ば
に
始
ま
り
水
島
会
長
、
齋
藤
署

長
な
ど
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
来

賓
を
交
え
て
の
会
員
の
賀
詞
交
歓
は

新
年
に
ふ
さ
わ
し
く
大
変
熱
気
の
あ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
宇
田
川
副
会
長
が
ウ
サ
ギ

と
カ
メ
に
因
ん
で
今
年
も
一
歩
一
歩

法
人
会
の
た
め
に
活
動
し
て
、
有
徳

を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し

て
法
人
会
の
良
い
と
こ
ろ
は
お
前
し

っ
か
り
し
ろ
よ
と
言
っ
て
く
れ
る
仲

間
が
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
そ
の
為

に
出
て
き
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す

と
あ
い
さ
つ
。
法
人
会
恒
例
の
一
本

締
め
で
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

宇田川副会長
中締のあいさつをする

あいさつをする齋藤署長鏡開きをする齋藤署長と水島会長

弦楽四重奏“アンサンブル・ボヌール”

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た「
落
語
を

楽
し
む
会
」が
古
今
亭
寿
輔
師
匠
の
多

大
な
る
協
力
の
元
、
荻
窪
タ
ウ
ン
セ

ブ
ン
ビ
ル
８
階
に
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

年
間
の
事
業
の
中
で
一
般
か
ら
の

参
加
が
多
い
催
し
で
あ
り
、
準
備
す

る
部
会
員
に
緊
張
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
が
、
日
本
文
化
で
あ
る「
落
語
」を

楽
し
む
間
に
そ
の
緊
張
は
和
ら
い
だ

よ
う
で
す
。

特
に
今
回
は
深
夜
放
送
で
お
な
じ

み
の
笑
福
亭
鶴
光
師
匠
の
参
加
で「
笑

い
」を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
抽
選
く
じ
」も
豪

華
賞
品
と
寿
輔
師
匠
の
演
出
で
来
場

の
方
々
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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    9（金） 17：00 タウンセブン8F 新年賀詞交歓会 
 14（水） 15：20 帝国ホテル （東法連）新年会 
 14（水） 16：00 こけし屋 源泉部会　新年会 
 21（水） 18：00 京王プラザ 女性部会　新年会
 26（月） 18：00 弥栄 第１ブロック役員会
 27（火） 18：00 トムソーヤの冒険 青年部会　新年会　

   4（水） 18：15 井草地域区民センター 第１ブロック研修会 
   6（金） 17：00 タウンセブン8F 組織委員会　新会員歓迎会
 12（木） 18：00 タウンセブン8F 第３ブロック研修会
 18（水） 14：00 法人会館2F 女性部会　研修会
 18（水） 14：30 産業会館 （3団体）新春講演会 
 18（水） 17：30 杉並会館 第２ブロック研修会
 19（木） 18：00 JBCホール 第４ブロック研修会
 25（水） 　─ 　　─ 青年部会　先輩を囲む会
 26（木） 　─ 　　─ 第５ブロック研修会

   1（月） 11：00 法人会館2F 組織委員会
   3（水） 13：30 タウンセブン8F 決算法人説明会
   5（金）  　─ 　　─ 女性部会　第４回　役員会
 17（水） 11：00 法人会館2F 研修委員会 
 18（木） 14：00 法人会館2F 源泉部会　復習、社会保険労務士
 19（金） 14：00 タウンセブン8F 研修シリーズ 
 26（金） 14：00 東信閣 正副会長会議、常任理事会
 26（金） 16：00 東信閣 理事会、懇談会　

    2（金） 13：30 法人会館2F 新設法人説明会
    7（水） 13：30 タウンセブン8F 決算法人説明会
    9（金） 15、16：00 東信閣 正副会長会議、委員長会議
 14（水） 16：00 東信閣 源泉部会　第30回定時総会・記念式典
 21（水） 14：00 タウンセブン8F 研修シリーズ 
 22（木） 　─　 　　─ 青年部会　第30回総会
 23（金） 15：00 タウンセブン8F 正副会長会議、理事会

 11（火） 13：30 タウンセブン8F 決算法人説明会
 14（金） 15：00 東信閣 正副会長会議、常任理事会
 19（水） 14：00 タウンセブン8F 研修シリーズ
 21（金） 　─ 　　─ 第31回通常総会
 25（火） 　─　 　　─ 明治記念館　（東法連）第26回通常総会　

  1（火） 13：30 法人会館2F 新設法人説明会
 16（水） 13：30 タウンセブン8F 決算法人説明会
 23（水） 14：00 タウンセブン8F 研修シリーズ

古今亭寿輔師匠笑福亭鶴光師匠

矢澤青年部会長と全国大会に参加した青年部会員の方

岡博之（幹事長） 河又雅之（前青年部会長） 真野大（副部会長）
宇田川武郎　矢澤規充（青年部会長） 松澤和洋（副部会長）
柴田夏航（会計委員長） 小笠原秀明（渉外委員） 田中晴弘（会計監査）

喜楽・小和先生

平
成
15
年
11
月
20
〜
21
日
、
両
日

に
法
人
会
の
全
国
大
会
と
し
て『
全
国

青
年
の
集
い
…
…
鹿
児
島
大
会
』が
鹿

児
島
県
の
城
山
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
１
９
８
７
年
に
第

１
回
仙
台
大
会
か
ら
始
ま
り
、
年
に

一
度
開
催
さ
れ
今
年
で
17
回
目
を
鹿

児
島
県
連
に
よ
り
主
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
青
年
部
会
よ
り
矢
澤
部
会
長
を

は
じ
め
計
９
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、『
燃
え
る

情
熱
を
改
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』で
、
幕

末
の
頃
、
独
自
の
風
土
の
中
で
育
っ

た
薩
摩
の
先
人
た
ち
の『
情
熱
』と『
気

概
』が
日
本
の
夜
明
け
の
扉
を
開
い
て

く
れ
た
事
で
、
い
つ
の
時
代
も
熱
い

『
情
熱
』を
も
っ
て
時
代
を
動
か
し
て

ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
し
た
。

今
回
、
20
日
午
後
よ
り
部
会
長
サ

ミ
ッ
ト
１
部（
基
調
講
演
）が
始
ま
り
、

翌
日
に
は
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
２
部（
円

卓
会
議
）、
大
会
式
典
と
開
催
さ
れ
矢

澤
部
会
長
が
精
力
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
こ
な
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
期
間
中
、
物
産
展
火
縄
銃
試

射
が
開
催
さ
れ
大
勢
の
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
大
会
終
了
後
、
当
青
年
部

会
は
独
自
の
研
修
会
を
企
画
し
て
熊

本
・
人
吉
温
泉
へ
移
動
し
て
会
員
同

士
の
親
睦
を
図
り
、
翌
日
熊
本
城
を

見
学
し
て
帰
京
し
ま
し
た
。

我
々
、
青
年
部
会
の
仲
間
が
何
を

考
え
、
悩
み
、
克
服
し
て
き
た
か
お

互
い
の
想
い
と
知
恵
を
出
し
合
い
新

し
い
何
か
を
掴
ん
だ
研
修
会
で
し
た
。

来
年
の
全
国
大
会
は
、
鳥
取
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
青
年
の
集
い

広
報
委
員
長
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11
月
11
日
、
ク
ラ
ブ
イ
ン
荻
窪
に

お
い
て「
税
を
知
る
会
」を
開
催
致
し

ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
荻
窪
税
務
署

宮
本
克
己
副
署
長
を
講
師
に
お
迎
え

し
て『
寸
進
尺
退
』と
い
う
演
題
で
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

副
署
長
の
少
年
時
代
の
話
か
ら
国

税
の
組
織
の
話
ま
で
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
の
熱
の
こ
も
っ
た
ご
講

演
に
、
部
会
員
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
会
に
先

が
け
て
、
東
京
都
杉
並
都
税
事
務
所

長
よ
り
納
税
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
、

当
部
会
担
当
で
あ
る
宇
田
川
副
会
長

へ
の
記
念
品
贈
呈
が
、
井
野
場
部
会

長
よ
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
懇
談
会
の
部
で
は
、
齋

藤
署
長
、
梅
津
法
人
第
１
統
括
官
に

も
ご
臨
席
賜
り
ご
挨
拶
等
を
い
た
だ

き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
盛
会
の
う
ち

閉
会
致
し
ま
し
た
。

広
報
委
員

で
、
乳
癌
検
診
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と

超
音
波
を
受
け
た
事
が
な
い
な
ら
、
こ

の
機
会
に
い
か
が
で
す
か
」と
言
わ
れ
、

「
は
い
、
お
願
い
し
ま
す
」と
言
っ
た
ば

か
り
に
以
降
２
ヶ
月
間
苦
悩
の
日
々
を

過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
胸
を
は
さ
み
計
４
枚

X
線
を
撮
り
終
え
、
超
音
波
検
査
日
を

予
約
し
帰
宅
し
た
。

超
音
波
検
査
の
日
。
気
楽
に
受
け
た

検
査
の
は
ず
が
、
長
い
。
同
じ
箇
所
に

マ
ウ
ス
が
何
度
も
行
き
来
し
、
検
査
の

時
間
が
長
い
。
そ
の
う
ち
他
の
検
査
技

師
２
人
を
呼
ん
で
来
て「
×
○
÷
△
□
」

と
、
ド
イ
ツ
語
の
医
学
用
語
を
駆
使
し

て
画
面
を
見
て
い
る
。「
日
本
語
で
話

し
て
よ
っ
」と
心
の
中
で
悪
態
を
つ
き

な
が
ら
も
ド
キ
ド
キ
。
で
も
切
羽
詰
ま

る
と
言
っ
て
い
る
事
が
な
ん
と
な
く
わ

か
る
も
の
で
、「
変
な
物
が
写
っ
て
い

る
が
場
所
は
こ
の
部
分
だ
け
」と
話
し

て
い
る
よ
う
だ
。
案
の
定「
も
や
も
や

し
て
い
て
わ
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
の

で
、
次
回
は
担
当
医
師
に
よ
る
細
胞
診

を
し
ま
す
」と
言
わ
れ
た
。

細
胞
診
の
日
。
注
射
を
す
る
要
領
で

細
胞
を
取
っ
た
。「
見
せ
て
」と
言
え
な

か
っ
た
事
が
心
残
り
。
検
査
結
果
の
日
。

「
乳
腺
症
で
異
状
あ
り
ま
せ
ん
」と
言
わ

れ
、
疲
れ
が
ど
っ
と
出
た
感
じ
が
し
た
。

50
才
を
過
ぎ
た
ら
乳
癌
検
診
は
触
診
だ

け
で
は
な
く
、
２
年
に
１
回
は
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
と
超
音
波
検
査
を
受
診
さ
れ

る
よ
う
、
女
性
会
員
の
皆
様
に
警
鐘
し

た
い
今
回
の
私
の
体
験
記
で
し
た
。

数
日
前
か
ら
、
手
を
上
げ
る
と
違
和

感
の
あ
る
痛
み
が
あ
り
、
鏡
の
前
で
乳

癌
の
自
己
検
診
を
し
て
み
る
と
、
胸
の

横
に
縦
に
筋
が
10
セ
ン
チ
位
ピ
ン
と
張

っ
て
い
て
痛
い
。「
癌
か
？
リ
ン
パ
節

転
移
か
？
し
こ
り
の
な
い
癌
？
」と
考

え
て
い
る
内
に
一
ヶ
月
が
た
ち
、
友
人

と
の
恒
例
の
旅
行
の
日
程
が
決
ま
り
、

安
心
し
て
旅
行
を
楽
し
み
た
い
為
に
、

意
を
決
し
乳
腺
外
来
を
受
診
し
た
。

診
察
し
た
医
師
は
モ
ン
ド
ー
ル
病

（
静
脈
炎
）で
３
ヶ
月
で
自
然
治
癒
と
、

い
と
も
簡
単
に
診
断
し
た
。「
と
こ
ろ

広
報
委
員

◆ 追 悼 の こ と ば ◆

荻
窪
法
人
会
の
会
報
を
今
日
の
レ
ベ

ル
に
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
厚
田
昌
範
氏

が
８
月
75
才
で
逝
去
さ
れ
た
。

会
報
編
集
で
は
、
常
に
ご
意
見
を
い

た
だ
き
広
報
委
員
の
重
鎮
で
あ
り
、
お

目
付
役
で
あ
り
ま
し
た
。

厚
田
氏
は
、
戦
後
の
激
動
期
の
経
済

界
を
鋭
い
視
点
か
ら
論
説
さ
れ
、
荻
窪

法
人
会
の
講
師
と
し
て
、
何
度
と
な
く

講
演
を
拝
聴
し
た
会
員
は
非
常
に
多
い

と
思
い
ま
す
。

氏
は
広
報
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、

編
集
の
先
頭
に
立
っ
て
会
報
の
誌
面
作

り
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
毎
年
行
わ

れ
る
税
務
署
の
異
動
で
は
、
新
任
署
長

を
は
じ
め
幹
部
の
方
々
の
人
と
な
り
を
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
か
ら
何
気
な
い
描

写
力
で
、
味
わ
い
深
い
表
現
に
よ
っ
て

文
章
化
さ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

タ
バ
コ
と
酒
を
愛
さ
れ
、
蘊
蓄
の
あ

る
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
厚
田
先

生
の
訃
報
に
、
私
た
ち
広
報
に
携
わ
っ

た
も
の
と
し
て
、
大
き
な
砦
を
失
っ
た

思
い
で
す
。

最
後
に
お
別
れ
の
こ
と
ば
と
し
て
、

心
よ
り
感
謝
を
込
め
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌
　
　
監
事
　
岡
　
博
文

故厚田昌範氏［昭和３年３月生］

講演する宮本副署長
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